
 

10月 8日 (金)   会員研究発表（丹波紀美子氏）         

10月 30日（土） 第 49回八幡市市民文化祭（展示発表） 

   ～31日（日）        〃 

11月 10日（水） 第 33回八幡の歴史を学ぶ連続学習会 

11月 21日（日） 「講演と交流の集い」鍛代敏雄氏講演会 

12月      歴史探訪ウォーク「第 9回八幡の古寺巡礼」 

1月 12日（水） 第 34回八幡の歴史を学ぶ連続学習会 

2月       会員の研究発表（谷村勉氏） 

3月 9日（水）  第 35回八幡の歴史を学ぶ連続学習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡市市民協働活動センターだより 

令和３年９月 ー 第 28 号 ー 

発 行：八幡市立市民協働活動センター  

（運営：特定非営利活動法人八幡まちづくり協会） 

センター施設利用のご案内 

活動センター施設（団体活動室及びコピー機、印刷機、ロッカー等）をご利用いただくには、団体登録（無料）が必要です。 

＜登録にあたっての注意点＞ 

◎活動内容がＮＰＯ団体等の市民の自主的で営利を目的としない社会に貢献する活動であること。 

◎活動センターの目的の一つである「団体同士の連携やネットワークづくり」「施設運営」に協力できること。 

◎利用禁止事項の遵守 

政治・宗教・営利目的活動、公の秩序又は公序良俗に反する活動をしないこと。 

以上の注意点を了承いただき、登録申請書、規約、活動の分かる資料とともに活動センター事務室スタッフまでご提出下さい。 
 

＜新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のお願い＞ 

◎現在、５～10 名で活動センターをご利用の場合、活動室２をご案内しております。尚、11 名を超える参加者での利用は制限しています。 

◎施設ご利用の際には、充分な換気、ソーシャルディスタンスの確保、マスク着用や咳エチケット、アルコール除菌の徹底等をお願いしています。 

◎上記の注意事項を徹底することが難しい利用については、お申込をお断りする場合がございますのでご了承下さい。 
 
 

 

参 考 

京都府 感染拡大予防ガイドライン（例） https://www.pref.kyoto.jp/kentai/news/documents/guideline_rei.pdf 

厚生労働省 「新しい生活様式」の実践例 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 

 

 
「八幡の歴史を探究する会」 

１．令和３年度の活動状況（その２：７月～９月） 

（１）第 31回八幡の歴史を学ぶ連続学習会 ７月 14日 

   テーマ：古代八幡の道  担当 高田昌史 

（２）７月例会（講演と交流の集い） ７月 17日 

   「八幡の発掘、京都の発掘」 

   －小森俊寛氏（京都平安文化財顧問）講演会－ 
（３）会報 104号（7月 20日発行）会報 105号（9月 21日発行）   

（４）ホームページの運営 

http://yrekitan.exblog.jp/ 

会報記事は 106件掲載、累計訪問者は 86,600人 

２．今後の予定 

 

 

第 31回連続学習会（ふるさと学習館） 

 
 

 

  

中村哲医師追悼写真展「アフガニスタン 35 年の軌跡」を

開催いたします。現地の人たちの文化と信仰を尊重して、多

くの人に信頼と感謝を得られる中で、武力に拠らずに、地元

の方々との共同活動を力強く推進されてきました。是非ご来

場いただき 35年間の軌跡をご体感頂ければ幸いです。 

 

 

開催日時  令和 3年 11月 18日（木）～21日(日)の 4日間 

10時～18時 

会    場  八幡市文化センター展示室 

入  場  無料 

主  催  中村哲医師追悼写真展実行委員会—八幡 

後  援  八幡市、八幡市教育委員会 

協  力  NGOペシャワ－ル会、PMS（平和医療団—日本） 
※新型コロナの感染予防対策にご協力をお願いいたします。入場者は常時 40 名以

内予定です。なお展示室が閉館の時は、中止又は延期となります。 

 

中村哲医師追悼写真展「アフガニスタン 35年の軌跡」 

38歳、医療活動から始め、農業事業の、緑の大地計画へ 

【開催のご案内】 

 「中村哲医師追悼写真展実行委員会—八幡」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html
http://yrekitan.exblog.jp/


 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

市民協働活動センター 
至京阪石清水八幡宮駅・御幸橋 

八幡市役所 

至国道１号 

八幡一ノ坪 

市民協働活動センター 

八幡市文化センター 

大
谷
川 

〒 

至国道１号 

八幡南山 

福祉会館 

ふるさと学習館 

京都八幡病院 

介護老人保健施設石清水 

男山中学校 

八幡小学校 

至
走
上
り
・
西
山
・
橋
本 

至
国
道
１
号
・
下
奈
良 

八幡東浦バス停 

郵便局 

●所在地 〒614-8022 
八幡市八幡東浦５（旧八幡東小学校 南棟 1 階） 

     京阪バス・コミュニティバスやわた「八幡東浦」 
下車北へ徒歩 100ｍ ※敷地内駐車場スペースあり 

●電 話 075-925-5748 
●ＦＡＸ 075-925-5748 
●メール ywt-npo.support@kcf.biglobe.ne.jp 
●ホームページ http://www.city.yawata.kyoto.jp/0000004546.html  
●開館日と開館時間 
 月・火・水・金・土 午前 9 時～午後６時 
（年末年始・祝日を除く）※事務室スタッフは開館日の開館時間在室 
 

  ホッと一息 「八 幡 自 然 塾 」 こんなん知ってた？  

コサギが大物ゲット 

 

「ＮＰО法人 八幡たけくらぶ」 

市民協働活動センター案内地図 

 コサギは大谷川では一年を通してよく見かける。また、浅瀬を歩

き回って小魚を捕食する姿もまたよく見かけるのであるが、これほ

どの大物をゲットすることは滅多にない。それと言うのも長雨が続

いて大谷川が異常に増水していた影響で多くの魚が下流に流され

たようだ。その魚たちが上流に向かって堰を乗り越えようとジャン

プしていたのである。コサギはそれを知っていてここで待ち伏せし

ていたのだった。 

 

 

８月に男山展望台に新しくベンチが５脚据え付けら

れました。 

背もたれと座る場所の木材部分が朽ちたベンチを八幡宮から譲り受け解体

⇒脚・背もたれの鋳物部分の展望台への運搬⇒洗浄⇒ペンキ塗装処理をした

木材でのベンチの組み立てと作業を進めました。脚部分は頑丈な鋳物製で木

材を貼り付けたベンチは重量があり運搬には男性複数名が必要です。そして

強度は白鵬くらいの体格の方が勢いよく座ってもびくともしない頑丈さがあ

ります。眺望の良い場所を選び設置しました。展望台に訪れる方々に腰を下

ろしてゆったりと休んでいただける場所が増えました。 

 

タイタンビカスという花をご存知

でしょうか。一日花で大輪の花を咲か

せます。７月上旬から咲き始め９月中

旬の今も男山ケーブルに向かう参道

横で毎日新しい花を咲かせています。 

自由にお入りくださいと表示してい

ます。午前中、特に早朝がおすすめで

す。朝露を受けたみずみずしい開花の

様子をご覧ください。 


